








要約 

幼若ウサギの硝子体可溶性蛋白濃度を,正常群,ステロイド投与群,酸素投与群の各群,各日

齢において測定し,次の結果を得た。 

(1)各群とも,硝子体可溶性蛋白濃度は日齢とともに減少する傾向を示した。 

(2)正常群と比較すると,ステロイド投与群では生後2～3週目で低濃度を示し,酸素投与群

では生後 2週目で高濃度を示した。 

(3)以上の成績より,ステロイドまたは酸素が,幼若ウサギの発達に伴う硝子体可溶性蛋白

濃度の減少過程に影響を与えることを確認したが,網膜血管増殖との関連性については確

認できなかった。 

要約 

今回,著者等は,幼若家兎網膜血管の組織培養に関する1研究として,血管周囲に増殖する4

種類の細胞につき,位相差顕微鏡及び,光学顕微鏡を用い,PAS 染色,コロイド鉄法,アルー

シャンブルー染色,放線菌ヒアルロニダーゼ消化試験,喰作用試験を行い,そのうちの 2 種

の細胞に,上記検査すべてに陽性所見を得た。 


